
 

 

 

平成 29年５月８日 

各    位 

会 社 名 川 本 産 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 執 行 役 員  川 本  武 

上 場 取 引 所 東 証 第 ２ 部 （ ３ ６ ０ ４ ）  

本 社 所 在 地 大 阪 市 中 央 区 谷 町 二 丁 目 ６ 番 ４ 号 

問 合 せ 先 代表取締役常務執行役員管理本部本部長 水上 博司 

Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ６ ） ６ ９ ４ ３ － ８ ９ ５ １ 

   

繰延税金資産の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年３月期において下記の通り繰延税金資産を計上し、平成 28年５月９日に公表いたしました平成 29年

３月期（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 繰延税金資産の計上 

近年の業績動向及び今後の業績見通しを踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、回収可能性があ

ると判断した範囲で繰延税金資産を計上することといたしました。これにより法人税等調整額を△104 百万円計上して

おります。 

 

2. 平成 29年３月期業績予想の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

25,200 

百万円 

0 

百万円 

△10 

百万円 

△30 

円  銭 

△5.17 

今回修正予想（Ｂ） 22,990 17 33 92 15.97 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,210 17 43 122  

増減率（％） △8.8 － － －  

(ご参考）前期実績 

(平成 28年３月期） 
26,765 222 23 △503 △86.80 

 

3. 修正の理由 

メディカル事業において前期に実施した一部滅菌製品の自主回収の影響を払拭するまでには至らなかったことやコ

ンシューマ事業において前期より好調を維持していたインバウンド需要の失速による影響を受けたことから、売上高は

予想を下回る見通しです。 

一方で、売上高の減少に伴う売上総利益の減少に対処すべく、売上総利益率の確保やコスト管理強化を通じて損益分

岐点の引き下げを推進した結果、営業利益及び経常利益が予想を上回る見通しとなりました。 

さらに当期純利益は「1．繰延税金資産の計上」に記載の通り、繰延税金資産の計上に伴う法人税等調整額の計上に

より予想を上回る見通しです。 

 



 

注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


